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1. はじめに 

ラオスは人口の 7 割以上が農業に従事してお

り、主に稲作を生業としている。低地では水稲

栽培、丘陵地では焼畑陸稲栽培（図 1）が行わ
れている。また、近隣の森林からは、きのこや

タケノコなど非木材林産物（以下、NTFPs）が
採集されており、農家 1 世帯が一年間に採集す
る NTFPs は、貨幣換算で、陸稲 1ha から得られ
る収入の 1.5 倍に相当する（木村ら 2014）。  

森林には多様な NTFPs が分布し、農家の食料
供給源や現金収入源となっているが、農家は森林の価値を十分に認識しておらず、陸稲収

量の増加を期待し、肥沃度の高い土壌を有する焼畑禁止区域の天然林での焼畑を実施して

いる（H. Asai et al, 2017）。ラオスは 1996 年から開始された土地森林分配事業により農業
の実施範囲が定められ、農地区域内で効率的な土地利用を行う必要がある。国際農林水産

業研究センターでは、効率的な丘陵地の土地利用の開発を目的とし、焼畑後の休閑地の森

林の調査を実施している。焼畑後の休閑林は、休閑年数により様々な植生の森林がモザイ

ク状に広がっている。そこで本研究では、休閑林の類型化を試み、各森林が産出する NTFPs
について整理した。  
2. 研究対象地概要および研究方法 

	 調査地はラオス中部の中山間地である N 村とした。N 村は世帯数 141 世帯、人口約 700

人（2018 年）の村で、主に農業に従事している。N 村では 2000 年に土地森林分配事業が実

施され、村の境界が確定した。村の面積は 2914ha で、丘陵部には低地部の水源となる保護

林を囲むように農地区域は 936ha が広がる。また、農地区域の東側には生産林、保護林、

保全林が分布する。	

森林の植生調査は、休閑年数毎に植生調査区（20m×20m）を設置した。休閑年数は、村
人により確認した。また、対象地として焼畑が行われていない森林についても植生調査区

を設置した。植生調査区内の樹木は、胸高直径 4cm 以上の樹木について、名前記録した。
また、出現した樹木について、NTFPs が採取可能か、農民に確認した。各植生調査区は、
植生調査で確認された樹種の在不在情報に基づいてクラスター分析を実施し、森林を類型
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図１  対象地区の焼畑と森林  
Swidden and fallow forest in study area 
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化した。	

3. 結果と考察	

	 クラスター分析の結果、森林は 3 タイプに分類された。それぞれの特徴を表 1 に示した。
類型 1 は休閑 3〜10 年、類型 2 は休閑 5〜15 年、類型 3 は対象区となる天然林を含む休閑

10 年以上の森林であった。出現した樹木のうち採集できる木本由来の NTFPs は類型 1 が 9
種類と最も少なく、休

閑年数を経るほど、採

集される NTFPs の数

は増加する傾向であっ

た。類型 1 では、パイ
オ ニ ア 植 物 で あ る

Mallotus や Maesa など
の出現が多かった。こ

れらの樹木は NTFPs
としては現地では利用

されない樹木であった。

また、葉が食用とされ

たり、薬用植物も見ら

れたが、自家消費され

るものが多く、換金性

は低い NTFPs が多か

った。類型 2 及び類型
3 では採集できるまで
に年数を要する果実、

樹脂、油などの NTFPs

持つ樹木が出現してい

た。これらの NTFPs は
換金性が高い NTFPs

で農民は積極的に採集

している。  
 
4. 総括  

本調査により、焼畑

休閑後の森林は 3 タイプに類型化できた。今後は各類型に含まれる草本系の NTFPs を追加
し、採集できる NTFPs の経済価値を明らかにすることで、土地利用を検討する上での資料

とする。  
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表 1 各森林類型の特徴  
Characteristics of each forest type 

図 2 クラスター分析による森林の類型化  
 Classification of forest by cluster analysis 
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